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都
心
の
秋
葉
原
駅
と
研
究
学
園
都
市
つ

く
ば
駅
の
間
、
全
長
58
・
3
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
結
ぶ
の
が
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

（
T
X
）
だ
。
現
在
、
東
京
都
に
7
駅
、
埼

玉
県
に
2
駅
、
千
葉
県
に
5
駅
、
茨
城
県
に

6
駅
を
擁
す
。「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
名
が

表
す
通
り
、
秋
葉
原
～
つ
く
ば
間
を
最
高
速

度
時
速
1
3
0
キ
ロ
、
最
短
45
分
で
結
ぶ
。

T
X
を
運
営
す
る
の
は
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
株
式
会
社
。
沿
線
の
都
県
・
市
区
と
民

間
企
業
な
ど
が
共
同
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
だ
。
１
９
９
１
年
3
月
に
設
立
し
、
約

14
年
半
後
の
２
０
０
５
年
8
月
に
T
X
を

開
業
さ
せ
た
。

開
業
ま
で
の
経
緯
は
、
行
政
の
施
策
な
し

に
語
れ
な
い
。
1
9
8
5
年
7
月
、
当
時

の
運
輸
省
に
置
か
れ
た
運
輸
政
策
審
議
会
は

「
東
京
圏
に
お
け
る
高
速
鉄
道
を
中
心
と
す

る
交
通
網
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の

答
申
で
、
常
磐
新
線
（
T
X
）
の
整
備
は
常

磐
線
混
雑
緩
和
な
ど
の
た
め
の
喫
緊
の
課
題

と
し
た
。

社
会
課
題
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏

に
お
け
る
宅
地
の
確
保
も
求
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
国
は
１
９
８
９
年
9
月
、
後
述

す
る
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及

び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」（
宅
鉄
法
）
を
施
行
し
、
沿
線
開

発
を
促
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
鉄
道
整
備
事
業
が

推
進
さ
れ
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社

の
設
立
、
そ
し
て
T
X
開
業
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
鉄
道
施
設
の
建
設
は
、
日
本
鉄
道

つくば

秋葉原

浅草
南千住

八潮

南流山

守谷

みらい平

みどりの

万博記念公園

研究学園

流山セントラルパーク
流山おおたかの森
柏の葉キャンパス

柏たなか

三郷中央

青井
六町

新御徒町

北千住

取材・文●漆原次郎　取材・文●漆原次郎　撮影◉加藤有紀撮影◉加藤有紀

「つくばエクスプレス（TX）」は、沿線まちづくりと鉄道建設が「つくばエクスプレス（TX）」は、沿線まちづくりと鉄道建設が

一体的に進められる計画のもと開業した路線。一体的に進められる計画のもと開業した路線。

これにより沿線地域は順調に発展し、輸送人員を増やしている。これにより沿線地域は順調に発展し、輸送人員を増やしている。

一方で、未来を見据え、2050年を視野に沿線活性化に取り組んでいる。一方で、未来を見据え、2050年を視野に沿線活性化に取り組んでいる。

まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展

205 0年ビジョンで205 0年ビジョンで
未来 を見据えた未来 を見据えた
地域 活性化に取り組む地域 活性化に取り組む
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道
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圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社
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建
設
公
団
（
現
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
）
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
、
首

都
圏
新
都
市
鉄
道
は
公
団
か
ら
鉄
道
施
設
の

譲
渡
を
受
け
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
自

社
拠
出
金
以
外
の
建
設
費
を
譲
渡
後
40
年
に

わ
た
る
割
賦
で
機
構
に
支
払
っ
て
い
る
。

従
来
の
地
域
開
発
で
は
、
ま
ず
「
鉄
道
開

通
」
が
な
さ
れ
、
後
追
い
的
に
「
ま
ち
づ
く

り
」
が
展
開
さ
れ
る
。
一
方
、
T
X
沿
線

地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
施
設
建
設

が
一
体
的
に
な
さ
れ
た
。

「
用
地
が
計
画
的
に
揃
い
、
整
理
さ
れ
た

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
で
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
多
様
性

あ
る
ま
ち
が
形
成
さ
れ
た
と
見
て
い
ま
す
。

開
業
数
年
で
ご
利
用
客
数
は
堅
実
な
も
の
と

な
り
、
そ
の
後
の
沿
線
地
域
の
人
口
も
増
え

て
い
ま
す
」

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
で
経
営
戦
略
課
長
を

務
め
る
田
代
圭
佑
氏
は
こ
う
話
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
施
策
の
も
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

と
鉄
道
施
設
建
設
が
一
体
的
に
進
め
ら
れ
た

ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
建
設
が
一
体
化

の
か
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
前
述
の
特
措
法

「
宅
鉄
法
」
の
施
行
と
、
こ
の
法
に
基
づ
い

た
計
画
・
事
業
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

宅
鉄
法
は
、
沿
線
地
域
開
発
と
鉄
道
整
備

を
一
体
的
に
進
め
、
多
く
の
住
宅
・
宅
地
を

供
給
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
法
律
だ
。
現
時

点
で
法
適
用
を
受
け
た
事
例
は
T
X
の
み
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
鉄
道
整
備
と
ま
ち
づ
く

り
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
着
手
さ
れ
た
。

法
に
基
づ
い
た
計
画
に
よ
り
、
重
点
地

域
、
そ
の
中
に
施
行
地
区
、
さ
ら
に
そ
の
中

に
鉄
道
施
設
区
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
上

で
、
同
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
「
一
体
型

土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
フ
ロ
ー
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
だ
。

第
1
段
階
。
住
宅
、
公
益
施
設
、
鉄
道
の

各
用
地
を
生
み
だ
す
た
め
、
自
治
体
や
都
市

再
生
機
構
（
前
身
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
）

な
ど
が
施
行
地
区
内
の
土
地
を
「
先
買
い
」

す
る
。
第
2
段
階
。「
先
買
い
」
し
た
用
地

を
、
鉄
道
施
設
区
に
「
集
約
換
地
」、
つ
ま
り

ま
と
ま
て
土
地
交
換
す
る
。
第
3
段
階
。
鉄

道
お
よ
び
公
共
施
設
の
整
備
・
建
設
を
経
て
、

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
完
成
を
迎
え
る
。

T
X
沿
線
の
埼
玉
県
内
4
地
区
、
千
葉

県
内
7
地
区
、
茨
城
県
内
8
地
区
で
は
、
主

に
こ
の
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
の
も
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

T
X
沿
線
地
域
の
う
ち
、
前
述
の
一
体

型
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
八
潮
・

三
郷
・
流
山
・
柏
・
守
谷
・
つ
く
ば
み
ら

い
・
つ
く
ば
の
各
市
の
人
口
は
、
現
在
い
ず

れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
な
ど
が
あ
る
流
山
市
は
、
２

０
１
６
年
か
ら
6
年
連
続
で
人
口
増
加
率
1

位
に
な
る
な
ど
伸
び
が
著
し
い
。

「
子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
周

囲
の
自
治
体
も
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
T
X
沿
線
全
体
が
子
育
て
し
や
す
い

地
域
と
い
っ
た
印
象
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

経
営
戦
略
課
主
任
の
川
村
実
優
氏
は
話
す
。

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
自
体
も
、
駅
の
敷
地

や
鉄
道
の
高
架
下
な
ど
の
保
有
地
の
開
発

や
、
非
保
有
地
で
の
他
事
業
者
と
の
連
携
な

ど
で
、沿
線
の
魅
力
度
向
上
に
努
め
て
き
た
。

「
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
で
は
、
住

み
や
す
い
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
安
心

沿
線
人
口
増
に
混
雑
緩
和
策

感
と
誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境

整
備
を
し
て
お
り
、
高
架
下
に
小
さ
な
森
の

道
『
グ
リ
ー
ン
パ
ス
』
を
つ
く
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
ま
た
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
（
柏

市
）
周
辺
で
は
、
柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
（
U
D
C
K
）
と
い
う
公
民
学

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
拠
点
の
運
営
に

参
画
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
」（
田
代
氏
）

沿
線
地
域
の
魅
力
度
向
上
な
ど
に
よ
る
人

口
増
は
輸
送
人
員
の
増
加
に
反
映
さ
れ
、
混

雑
率
の
推
移
に
も
影
響
す
る
。
T
X
の
混

雑
率
は
、
最
混
雑
区
間
「
青
井
駅
→
北
千
住

駅
」
を
例
に
と
る
と
、
最
高
は
２
０
１
９
年

の
１
７
１
％
で
、
２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち
こ
ん
だ
後
、
再

び
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
運
転
本
数

を
増
や
す
な
ど
し
て
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
き

た
。
加
え
て
、
２
０
１
９
年
に
実
施
を
決
定

し
、
進
行
中
な
の
が
「
8
両
編
成
化
事
業
」

だ
。
抜
本
的
な
混
雑
緩
和
対
策
お
よ
び
、
列

車
の
定
時
運
行
確
保
を
目
的
に
、
２
０
３
０

年
代
前
半
の
8
両
編
成
車
両
運
行
開
始
を
目

指
す
。

「
ホ
ー
ム
延
伸
工
事
の
ほ
か
、
新
造
車
両

T
X
︲
４
０
０
０
系
の
検
討
や
総
合
基
地
内

留
置
線
の
延
伸
・
車
両
運
用
に
対
応
す
る
た

め
の
総
合
基
地
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」

混
雑
緩
和
で
は
ほ
か
に
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
の

時
間
帯
の
利
用
分
散
を
狙
い
、
オ
フ
ピ
ー
ク

利
用
の
促
進
策
を
進
め
て
い
る
。
T
X
ア

プ
リ
に
よ
る
混
雑
情
報
提
供
の
検
討
の
ほ

か
、
２
０
２
６
年
5
月
か
ら
7
月
に
か
け

つくば

秋葉原

浅草
南千住

八潮

南流山

守谷

みらい平

みどりの

万博記念公園

研究学園

流山セントラルパーク
流山おおたかの森
柏の葉キャンパス

柏たなか

三郷中央

青井
六町

新御徒町

北千住

まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展

205 0年ビジョンで205 0年ビジョンで
未来 を見据えた未来 を見据えた
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みどりの駅～万博記念公園駅間を
走行するつくばエクスプレス
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て
、
平
日
始
発
か
ら
午
前
6
時
30
分
ま
で
に

対
象
駅
間
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ

チ
決
済
に
よ
る
「
ク
レ
カ
乗
車
」
を
す
る

と
、
普
通
旅
客
運
賃
か
ら
20
％
を
割
引
す
る

実
証
実
験
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

田
代
氏
と
川
村
氏
に
話
を
聞
い
た
数
日

後
、
秋
葉
原
駅
か
ら
T
X
に
乗
車
し
て
み

た
。
秋
葉
原
駅
の
時
刻
表
で
は
、
平
日
は
11

時
台
か
ら
16
時
台
ま
で
、
土
曜
・
休
日
は
10

時
台
か
ら
20
時
台
ま
で
、
毎
時
10
本
、
同
一

パ
タ
ー
ン
の
種
別
・
行
先
だ
。
普
通
は
守
谷

行
き
が
多
く
、
快
速
・
区
間
快
速
は
全
て
つ

く
ば
行
き
。
首
都
圏
の
路
線
で
は
珍
し
く
他

社
線
と
相
互
乗
入
れ
を
し
て
い
な
い
。

出
発
後
、
都
内
で
は
地
下
と
地
上
を
交

互
に
進
む
。
そ
う
い
え
ば
揺
れ
と
騒
音
が
少

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
継
目
の
な
い
ロ
ン
グ

レ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
ト
ン
ネ
ル
・

高
架
橋
・
橋
梁
な
ど
に
よ
り
全
線
に
わ
た
っ

て
踏
切
が
な
い
の
も
特
徴
と
い
え
よ
う
。

埼
玉
県
を
抜
け
、
千
葉
県
に
入
る
と
、
目

に
飛
び
こ
む
緑
の
量
が
増
え
る
。
だ
が
、
駅

に
近
づ
く
と
急
に
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
囲
ま

れ
、
車
窓
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
柏
た
な
か

駅
を
過
ぎ
る
と
一
気
に
開
け
た
。
関
東
平
野

を
ひ
た
走
る
。

守
谷
駅
で
の
乗
り
換
え
の
間
、
ホ
ー
ム
端

ま
で
行
く
と
8
両
編
成
化
対
応
の
た
め
の
2

両
分
の
余
地
が
見
え
た
。
守
谷
駅
近
く
の
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
総
合
基
地
で
も
、
8
両

編
成
化
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
が
進
め
ら

み
ど
り
と
ま
ち
の
メ
リ
ハ
リ

れ
て
い
る
と
い
う
。

終
点
つ
く
ば
駅
に
到
着
。
改
札
内
に
展
示

物
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
研
究
学
園
都
市
の
研

究
施
設
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
期
間
限
定

で
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
超
伝
導
加
速
空
洞
、

遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
、
宇
宙
服
、
超
合
金

が
展
示
さ
れ
た
。
改
札
を
出
て
一
息
つ
く
。

帰
り
は
、
取
材
で
話
題
に
な
っ
た
柏
の
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
駅
と
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
で

下
車
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
の
改
札
口
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
帰
り
を
迎
え
に
き
た
保
護
者

の
人
た
ち
の
姿
が
目
立
つ
。
高
架
下
に
行
く

と
、
い
く
つ
も
の
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が
並
ん
で

い
る
。
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
が
建
築
し
、
三

井
不
動
産
が
運
営
す
る
「
柏
の
葉
か
け
だ
し

横
丁
」
だ
。
そ
の
日
の
仕
事
を
終
え
た
の
で

あ
ろ
う
客
の
姿
が
店
内
に
見
え
る
。
駅
前
に

戻
り
、
U
D
C
K
の
建
物
に
も
寄
っ
て
み

る
。
こ
の
ま
ち
が
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
ジ
オ
ラ
マ
や
、
東
京

大
学
卓
越
教
授
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
し
た
梶
田
隆
章
氏
の
業
績
紹
介
な
ど
が
目

に
つ
い
た
。

T
X
で
隣
の
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
へ
。

❶荒川の鉄橋を渡るつくばエクスプレス（北千住駅～青井駅間）。❷つくばエクスプレス総合基地は 8 両編成化に向けた拡張工
事が進んでいる。（写真提供：首都圏新都市鉄道）❸８両編成に備えたホームの延伸部分（北千住駅）。❹線路に敷かれている
砂利（バラスト）は振動と騒音を吸収するため通常より細かい。❺万博記念公園駅前にある岡本太郎氏作のモニュメント。

❶

❷❸

❹

❺

経営企画部 
経営戦略課主任
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帰
宅
時
間
帯
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、

改
札
付
近
の
人
の
数
は
想
像
以
上
に
多
い
。

駅
直
結
の
商
業
施
設
「
T
X
グ
ラ
ン
ド
ア

ベ
ニ
ュ
ー
」
で
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
何
組

も
の
高
校
生
た
ち
が
ド
ー
ナ
ツ
片
手
に
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
。
反
対
側
の
高
架
下

に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」
に
行
く
と
、
み

ど
り
の
植
物
に
囲
ま
れ
て
癒
や
さ
れ
る
。
２

０
１
８
年
に
新
設
さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
商

業
施
設
と
デ
ッ
キ
で
接
続
さ
れ
た
「
こ
か
げ

テ
ラ
ス
口
」
改
札
か
ら
、
ふ
た
た
び
ホ
ー
ム

に
戻
っ
た
。

T
X
沿
線
の
ま
ち
は
一
斉
開
花
の
ご
と

く
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は

「
経
年
化
」
も
一
斉
に
進
行
し
う
る
と
い
う

こ
と
だ
。
研
究
機
関
に
よ
る
と
、
T
X
沿

線
自
治
体
の
人
口
は
２
０
４
０
年
代
ま
で
増

加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
は
い
る
。

で
は
そ
の
後
、
T
X
の
沿
線
は
、
他
の

地
域
の
新
興
住
宅
地
が
辿
っ
て
い
る
よ
う
な

途
を
辿
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

「
T
X
沿
線
で
は
短
期
間
で
宅
地
が
整
備

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
を
除
け
ば
輸
送
人

員
が
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
裏
を
返
せ
ば
一
斉
に
高
齢
化
し
て
い
く

お
そ
れ
が
あ
る
わ
け
で
す
。
他
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
同
様
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
沿
線
が

活
性
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
ま
私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
『
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
』

地
域
連
携
で
未
来
を
創
造
し
て
い
く

に
よ
る
沿
線
価
値
の
共
創
で
す
」

田
代
氏
が
言
う
「
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
」

は
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
が
２
０
５
０
年
ま

で
を
見
通
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
T
X
共

創
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
に
掲
げ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
連
携
の
姿
だ
。
住
民
・
乗
客
、

開
発
事
業
者
、
国
・
自
治
体
、
教
育
・
研
究

機
関
、
他
交
通
事
業
者
な
ど
と
「
環
」
を
つ

く
る
よ
う
に
「
共
創
」
し
、「
コ
ラ
ボ
型
未

来
創
造
で
社
会
を
リ
ー
ド
」
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

「
２
０
２
５
年
に
開
業
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
や
社
会
の
方
に
愛
さ
れ

る
鉄
道
と
し
て
進
化
を
つ
づ
け
、
皆
さ
ま
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、『
ま
ち
』
の
進
化

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
想
い
で

私
ど
も
は
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
を
つ
く
り

ま
し
た
」

予
想
で
き
る
未
来
の
状
況
を
見
据
え
、
地

域
に
お
け
る
連
携
で
沿
線
の
未
来
を
創
造
し

て
い
く
。
２
０
５
０
年
頃
、
T
X
沿
線
の

ま
ち
の
姿
は
ど
う
映
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

❻柏の葉キャンパス駅近くの高架下にある「柏の葉かけだし横丁」。❼柏の葉のまちづくりを進めるための 「公・
民・学」の連携拠点 UDCK。❽日本百名山に数えられる筑波山。アクセスにはつくばエクスプレスが便利。❾
流山おおたかの森駅近くの高架下にある緑豊かなボタニカルパーク「グリーンパス」。❿つくば駅前のつくばセ
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